






●FY2019 1Q（2018年4月-6月）は、前年同期比、減収減益でした。
売上微減に対して、営業利益が大きく減収したのは、通期での増収計画に見合った
人員増のための固定費（特にSEの海外）が、売上が少なかった1Qでは吸収でき
なかったためです。数値的にはほぼ想定どおりでした





●グループの連結売上の海外比率は、82.1％でした



●各事業とも想定どおり（2Q偏重）の滑り出しでした



●1Q受注高
全社：692億円
SE： 506億円

8四半期連続、500億円超え（高原状態)、今後も継続すると予想しています
2Qに向かっては増加を見込み、1Qがボトムであろうと想定しています

FT：46億円
2Qに向かっては大幅増加、100億円以上を見込んでいます











●1Q受注高：506億円
→500億円台を維持(高原状態を継続)しました



●ラインアップを拡充したPOD（TPJ520シリーズ、UVラベルなど）が、
売上、台数ともに増加したことに加え、インク（DRUPA2016でリリースした
SCインク）を中心にポストセールスも伸長したことが寄与しました



●今後も、LiB関連を中心とした新規事業（成膜事業関連）の売上と利益を
拡大しつつ、事業ポートフォリオ変革を目指しています





●今後も牽引役は、高機能スマートフォン（需要）だと予想しています



前期末（2018年3月末）との比較
●総資産は、4,029億円となり、前期末から370億円増加（＋10.1％）しました

●資産の部の増加理由
売上債権が減少した一方で、転換社債型新株予約権付社債の発行に伴う現預金の
増加や、たな卸資産が増加しました

●負債および純資産の部の増減理由
・負債は、2,346億となり、前期比396億円増加（＋20.3％）しました
転換社債型新株予約権付社債の発行などによります（増加）

・純資産は、1,682億円となり、前期比26億円減少（▲1.5％）しました
親会社株主に帰属する四半期純利益を計上するも、配当金の支払いやその他
有価証券評価差額金の減少などによります（減少）

●上記の結果により、自己資本比率は41.8％となりました



当期（FY2019 1Q）の連結キャッシュの概況
●営業活動によるキャッシュ・フローは、112億円の収入でした
売上債権の減少、税金等調整前四半期純利益などの収入項目が、法人税等の支払い、
たな卸資産の増加などの支出項目を上回ったためです

●投資活動によるキャッシュ・フローは、61億円の支出でした
→研究開発設備等の有形固定資産を取得したことなどによります

●上記の結果として、フリーキャッシュ・フロー（FCF）は50億円となりました

●財務活動によるキャッシュ・フローは、249億円の収入（前年同期 44億円の支出）
配当金の支払いの一方で、転換社債型新株予約権付社債の発行などを行いました



●FY2019は、6期連続の増収増益達成に向け、5月発表からの通期予想に変更は
ありません。SEを筆頭に好調な市場環境を受け、さらなる高みを目指し、
各事業とも、成長に向けた施策を実行してまいります



詳細は、当社ホームページ上の「グループニュース」を参照願います

＊「グループニュース」： http://www.screen.co.jp/press/index.html








